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FROM  EDITOR 

雨の季節となりました。湿気は気にな
りますが、暑さは好きで、夏が待ち遠
しいと思う今日この頃です。ところで
さいたま市にも「クール・ビズ」の波
が…。28度の気温設定にして、軽装
での執務となりそうです。エネルギー
は限られていますから、それをあまり
使用しないようにする、という考えに
基づいていますので好ましいと思って
います。今年の夏はどんな夏となるの
でしょうか。

for Sustainable City

Pick Up

公の施設の運営はこれまで、「直営」
か「公共的団体」などが担ってきたが、
平成 15年 9月、民間団体にもその
担い手としての門戸が開かれた。
指定管理者制度の導入である。
目的は施設の「市民サービスの向上」
と「コストの削減」。

対象外の施設を除き、すべての施設
で直営でいくのか指定管理者か、こ
れを平成 18年 9月までに明確にし
なければならない。
そのため、実質的に今年は指定管理
者制度の導入の年、と言える。

 

さいたま市では、16歳未満を対象に日本
脳炎の定期予防接種を行なってきたが、
厚生労働省からの勧告に基づき、原則中
止することになった。予防接種後に重度
の健康被害が発生したことによる。医師
の説明、副反応の可能性への理解、同意
書への署名などをもって公費での接種を
受けることは可能。

さいたま市は 7月 1日に環境経済局内に
「産業展開推進室」を設置する予定だ。財
政基盤の強化のための企業誘致の推進、
国際競争力の高い産業集積などが当室の
役割となる。これまでにも産業振興財団
を設置するなどしてきたが、より一層、
産業政策にエネルギーを注ぐこととなる。

民間が担う公の施設

さいたま市の現状　　　全体　464 施設

現在委託中（非直営）　　　　  272 施設
6月議会の提案施設数　           208 施設（40条例）
すでに導入中の施設数　               3 施設（3条例）

■公の施設の担い手の変遷

1991 年（平成 3年）
管理委託制度
（直営 +公共的団体など）

直営
（全額税金・
すべて行政職員が担う）

             2003 年（平成 15年）
                 指定管理者制度

（直営 +指定管理者
（公共的団体・企業・NPOなど））

今回の主な議案の傾向は以下の通り。
●昨年の決算で収入不足だったもの（老人健康保険・競輪事業）への繰上充用（※）
●指定管理者制度導入に伴う設置条例
●国の法律等の改正に伴い、変更するもの
●岩槻の合併に伴い、変更するもの
●動物愛護センター・辻南小学校の建設に関わるもの
●市道の認定・廃止・変更

補正予算
武蔵浦和第1街区（調
査費用）と第 4街区
（土地の買戻）・浦和
駅東口の事業費・パ
ワーリフティング大
会の開催費用等

予算議案 2件　条例議案 51 件　一般議案 9件

※昨年の不足分に今年の収入から前借すること

学校・道路・河川など
※個別の法律にあるものはそれが優先

対象に含まれていない施設………

病院・公民館・図書館・公営住宅・公園・福祉
関連施設（高齢者・障害者・児童…）・文化芸術
施設（美術館・博物館…）・スポーツ施設など

対象となる施設………
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これまで様々な形でご意見を寄せて
いただきました。心から感謝いたし
ます。今後も、苦言も含め、ぜひご
意見をいただければ幸いです。その
つど説明責任を果たしていきます。

以下は最近、寄せていただいた意見。

「ある政党のニュースを見たが、議員
報酬の引き上げに賛成したと聞いた。
選挙のときに投票したのに残念だ」
　　　　　　　　　　　（駅頭にて）

「議員報酬の問題は、多くの課題のひ
とつ。一議員、小さな会派でできる
ことには限りがある。期待するのは、
適切な姿勢をご自身が貫くことと、
機会がある毎に議会に発信すること。
責任を背負い込みすぎないように」　
　　　　　　　　　　（メールにて）

言うまでもなく議員は議会内部での
活動が最重要であり、その議会は、
選挙で有権者から負託を受けた様々
な立場の議員が、意見を出し合い物
事を決する機関である。

私の所属する会派「無所属の会」は、
その中で議会内部において、自らの
主体性を持って努力を積み重ねてき
た。個人プレーではなく、議会全体
の決定にどう関与するのか、という
点に重きを置き、減額の金額・期間

について議論を続けてきた。

結果的に、議会全体の決定として、
増額することが決定（昨年 6月）。さ
らに 5％の削減を今任期中行なうこ
ととなった（今年 5月）。少しでも減
額をしたほうがいい、と「5％減額」
に賛成。5％に賛成した立場から、こ
れとは異なる条例には、反対したも
のである。
議員報酬の引き上げに賛成した、と
いうのは誤解であり、以上の経緯か
ら減額に賛成したことを改めて記し
たい。

私は、選挙時に議員報酬の削減につ
いて述べている。その責任として今
任期中の増額分については、生活費
等には使用せず、「市政還元費」とし
てプールしている（下記参照）。原則
的に任期終了後に何らかの形で使用
するが、HPなどで使途は明らかにし
ていく。

大前提として市民から問われている
のは、報酬額の高低よりも、議会の
質の向上ではないかと考えている。
これまでのような利益誘導・行政依
存型から脱却し、主体性を持った市
民の役に立つ議会だ、と信頼される
ような議会作りに、任期中は精一杯
エネルギーを注いでいきたい。

「民主主義」を否定する人は、おそら
くほとんどいない。
しかし、それは何か、と聞かれれば、
人の数だけ民主主義が存在する。
このように民主主義とは、私たちの社
会に定着していながら、様々に解釈さ
れ、時に模索し、時に変化しているも
のなのだ。

議会は民主主義の一つの形である。そ
こでは、「賛成多数で可決」「少数の発
言を尊重する」「数の横暴だ」など民
主主義についての、それぞれの認識に
基づく発言が多々見受けられる。私自
身も民主主義については、自分の都合
のいい民主主義を「民主主義」として
いたのかもしれない。議員として、な
るべくその論理や基本を体得しなけれ
ばならない、と思っている。

そんなことから、現在、古典的民主主
義の段階から現在に至るまで、民主主
義の理論や変遷を学んでいる。
講座名は『現代民主主義論』といい、
6回のシリーズだ。東海大学の主催で、
講師は政冶学では第一人者の白鳥令氏
（東海大大学院教授）である。

講義の模様は当レポートでそのつど報
告をしていきたい。
興味のある方は随時参加できるので、
連絡先をご参照いただきたい。

　　東海大エクステンションセンター
　　tel 03-5793-7133
　　E-mail ext@ttc.u-tokai.ac.jp

講座『現在民主主義論』報告　＜1＞

当レポートには随時、インターネットの情報を掲載していきますが、インターネットを見ることの
できない方にも対応していきますので、気兼ねなくお問い合わせください。説明責任を果たすこと
を大切にしていきます。

市政還元費（2005 年５月 31 日現在）　320万 8856円

報酬増額………………………………159 万 8000 円
期末手当加算措置……………………120 万 856 円
費用弁償………………………………41 万円

HP もご覧ください

http://doih.net

研修


